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自主防災会

第 3回 防災講演会から

蹴機を目指けため「施手を打う迎え撃つl
3回 目を迎えた今年度の防災講演会は、福岡

県西方沖地震で被災 した福岡市 ・天神 ロイヤル

ガーデン管理組合の阿比留哲 さんを招いて 「被

災 したマンションか らの教計」 と題 して講演頂

きま した。サーパスエからの 2名 の参加者 も含

めて、およそ 30名 の方に参カロして頂きました。

福岡県西方沖地震に被災 した阿比留 さんに、

全 く予期せず備 えもしていなかったマンション

での被災時のパニック状況、半壊の診断を受け

たマンションの復 1日・復興工事への過程などを

概ね以下のような内容でお話 し頂きま した。

嵐の海で船に乗つた感 じ

幸いにも、ケガ人はなかったが、発生被害状況 としては、柱等が出がった りした。特に、 2

階～ 7階 に被害が集中して、外壁やタイルが崩れ落ち、廊下をつなぐ通路が壊れた り、玄関扉

が変形 した りして、関かなくなった部屋 もあつた。上層階では嵐の海の船に乗った感 じで、大

きな揺れで、バスルームの湯結のお湯が天丼まで飛び上がつた り、部屋の中の置物が飛んだ り、

落下 した りして寝る事も出来なかった。慌てて玄関ピロティーに集まつた住人の中には、裸足

の方 も数人いた。

復興への道のり
●特別委員会 「地震被書復興委員会」組織を緊急編成

1級 建築士  弁 護士 警 察官 損 保会社 OB

大学教授 など様々な個性 を持つ一般 より選出

された復果委員 22人 と理事会の 8人 の 30人

で構成 した委員会で知恵を出 し合つた。なお、

1級 建築± 3名 がマンションの被害調査に協力

してくれた。

●コミュニテイ作 り

体験訣から熱弁をふるつて頂いた阿比留さん
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みんなが同じ心になるために、会議は当初 2ケ 月間連 日連夜、管理組合の会議は全てオープ

ンにして、見守る住民には情報の共有化をした。会議、新聞取材、報道機関に対応する広報担

当を 2名 に して、連 日の会合は住民に公開され内容は文書に して、全世帯に配 られた。住民集

会 100回 以上。配布文書は 300種 類以上にも上った。苦情 不 安 部 屋の状況を玄関にも

掲示 した。

●改修工事で重要な業者選定

事は急ぐとい うことで、設計や構造に熟知 している

元々の請負業者に工事を依頼 した。築 7年 で欠陥工事

ではないか と言 う話 も出て、他のゼネ コンに頼んでは

どうかの意見 もあつたが、地元業者でも有 り、建物構

造を熟知 してお り速やかに着工出来るとい うことで依

頼 した ら、業者は意気に感 じて、社運をかけ、誠意を

もつて対応 してくれた。販売業者や管理会社 も相談窓

口を設けてくれた。

●資金の調達

復興工事には、2億 6千 万円かかるとの見積の中で、

地震保険と修繕積立金で 1億 を調達 し、残 りは銀行か

ら借 りて 10年 で返済することとしている。被告にあ

つた専用部分の改修費用は平均で 200万 円とのことだった。

● 1年 ぶ りに完成

徹底的に補強改修するために、専有部分も全部検査 した。被災者の財政的負担を軽減するた

めにも、在宅工事 とした。原型復興ではなく、これをチヤンスととらえて財産価値を高めるた

め、K型 ブレースや耐震壁などを 5ケ 所に設置 し、今後震度 7の 地震にも耐えれる工事 も併せ

て行つた。

減糞を目指 して
「先手を打つ」

1)自 分達で出来る事は自分でやる。

2)自 分の住んでいる地理は事前に知ってお く。 (防災マ ンプ)

3)コ ミニュテイーを図りましょう。 (住民趣味で交流 絵 画、外国語、歩 こう会)

4)危 険箇所が周辺に有れば防災マ ップに記入する。

「迎え撃つ」

5)居 住者 ・要援護者等台帳の整備。

6)共 助の関係 (災害時における、隣 ・近所)

7)あ らゆる地震の知識を知っておく。

●コミュニティの強化 維 持

隣の住民の顔す ら知 らなかつたが、震災復興の過程で、徐々にできていつたコミュニティを

被災8き築 7年 (1998年 完成)

15階 建て

居住者 103世 帯  270人
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さらに強化 し、維持 していくことが必要だと感 じた。

そのため、サークル活動などを奨励 し、居住者同士の絆を深めることが大切。

● 共 助の体制作 り

自助、共助、とりわけ互いに助け合 う共助ほきわめて重要なテーマ。災害発生時に対処する

ため、居往者を予め二つに分け 「助ける側」と 「助けられる側]の 態勢を決めてお く。

連絡体制や居住者台帳、要援護者台帳の整備 ・保管をしている。

● 周 辺の地理など内容を掌握

病院、クリニックなど医療機関や公園、広場、公民館、体育館 といつた施設、さらには小高

い丘が周辺に何ケ所あるのか知 らない人の方が多い。外出からの帰宅コース上のこと、特に路

上で発生 したときどこに逃げ込んだらいいかなどは掌握 しておくべき。

● 地 震、減災の知識「/k収

地震学者や対策専門家の話を聞 く機会があれば努めて出席を。

以上の取 り組みが、販災を目指すための 「先手を打つとい うことと迎え聖つJと い うことに

なるとの話は、経験者だからこそのお話 としてlt‐分示唆に富んだもので、今後の自主防災会活

動に役立つものとな りま した。

いよいよ防災総合補助金の交付を概算払いで受けることができるように

なりました。資機材の購入や防災マップ ・携帯版防災文]策マニュアルの作

成に取りかかりますのでご協力をお願いします。
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下知地域における防災訓様 として定着 し始

めている第 4回 昭和小学校 「あそぼ うさいJ

が 10月 19日 に開催 されま した。

毎年 きまざまな工夫がされてメニューがど

んどん盛 りだくさんになっていますが、今年

の メニューは 「防央 クイズJIは しご車を見

てみようJ「放水副練」「震災写真パネル展示J

「伝 言ダイヤル  伝 言板体験 J「炊き出 し訓

練」「5年 生による防災プロジェク ト発表」「怪

我の応急処置 ・手当法J「津波実験装置体験」

「防災ず きん製作実演 コーナー J「下知地区

の侵水歴史パネル作成 J「家屋の無料耐震診

断 |「防炭キャラクターショーJ「防災迷路J「救助犬を使った被災者発見J「防災倉庫の備品

展示」「防災グッズを見てみ ようJ「耐震性非常用貯水槽活用訓練J「消火器の使 い方J「救命

救助 (AEDを 含む)J「転倒防止 コーナー設置 J「学校内の海抜表示J「下知南地区津渡防災

検討会活動紹介」「防災スリッパづ くり」 「液状化現象Jで した。

防擬訓練開始

崎災司H練終了

10時 ～

12時

地域にこって「硫策訓編の絶好の機会」
我がサーパス知寄町 I自 主防災会 も協力団体 として、実行委員会に参加 t/ています。実行委

員会の議論 として、今後、地域がどう学校 と関わるのかとい うことが求められています。

学校の行事 として、学校や PTAに お任せや期待ばか りするのでなく、地域が避難場所 とな

る学校をお借 りして、「防災訓練の絶好の機会」 として、計練をさせて もらつているんだから

精一杯協力 しようとい う関係が確立されることがのでま しいのではないで しょうか。

司‖練を通 じて、地域の方と顔馴染みにな りま しょう。

次回役員会は 11月 15日 (土)午 後 7時 から行います。

運動場に集合した 「避難J参 加者の地域の皆さん

「硫策体験学習舎観B」に保護者がじっこ
今年は例年 と違って 「防災体験学習参観 日Jと

位置づけて取 り組んだこともあつて、普段 よ りも

参カロ者の中に、小 さいお子 さん連れのお父さんの

姿が多かったようで した。受付 された参加者が 3

60人 を超え、知寄町 2丁 目か ら24人 うちサー

パ スか らは 17人 の方が参加 されま した。 こども

を含めて、全体で約 1000人 近い参加 とな り、

今までにない規模 とな りました。

当 日の主な流れ

家庭からの避難開始 9時 ～

運動場への避難   9時 30分

関会式
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